
   Ⅱ.情報政策関係 
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社会保障・税番号制度の 
導入について 
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○ 社会保障・税番号制度の導入により、地方公共団体において生活保護、児童手当、介護保険といった社 

 会保障分野の事務に個人番号の利用が開始されています。 

 

○ 番号制度の開始に当たっては、番号の確認等の新たな事務が生じますが、制度導入により、同一の住民 

 の方の情報を適切に管理することができようになり、また、情報連携開始後は、各種給付事務などに必要な、 

 他の機関の保有する情報を、オンラインで共有することが可能になる等の効果が期待されていますので、制 

 度が円滑に運用されるよう、ご協力のほどよろしくお願いいたします。  

 

○ なお、各制度の詳細な事務の取扱いについては、一昨年来、所管部局から事務連絡等を発出して 

 いますので、そちらもあわせて御確認の上、ご対応のほどお願いいたします。また、本年7月の 

 情報連携開始に向け、引き続き、着実に準備を進めていただきますよう、お願いいたします  

     

    社会保障・税番号制度の開始に当たって 
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今後 

関係機関Ａ 

本人 

関係機関Ｂ 

申請 
給付 

各種書類 

関係機関Ａ 

番号制度導入後は、ＡとＢ
の間で情報をやりとりする
ことで、添付書類の省略や
給付の適正化が図られる。 

関係機関Ｂ 

申請 給付 

本人 

社会保障の手続では、所得証明
書などの添付書類をＡから求め
られた場合、本人はＢから取得
した上で申請している。 
また、ＡとＢとの間で併給を禁
止している場合などは、本人の
申告に基づき給付の調整をして
いる。 

各種書類 
個人番号 

お知らせ 
情報の表示 

自己情報
表示 

マイナポータル 

同一住民の方
の情報の検索
等が効率化 

情報連携により、
給付の適正化が
図られる。 

添付書類の省
略により、国
民利便性が向

上 

情報連携によ
り、添付書類
の発行事務が

効率化 

行政からの各
種お知らせ、
自分の情報等
を入手できる。 

現状 

     

    社会保障分野における制度導入の効果 

○ 社会保障分野における番号制度導入により、例えば以下の効果が期待されます。  
 ① 同一住民の情報の効率的な検索・管理  【28年1月～】 
  

 ② 住民票・所得証明書等の添付書類の省略  【29年7月以降～】 

  ⇒ 児童扶養手当の支給申請の際に、所得状況を証明する書類等の添付書類の省略が可能となる。   
 ③ 異なる制度間における給付調整の確実性の向上  【29年7月以降～】 

  ⇒ 特別児童扶養手当の支給申請の際に、障害を支給事由とする年金給付との併給調整をより確実に行うことが可能となる。 
       ④ マイナポータルを活用したお知らせ情報の表示  【29年7月以降～】 
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１．番号利用の概要 
   国民健康保険の資格取得届にマイナンバーの記載欄を追加し、届出を受ける際に、対象者のマイナンバーを取得し、管
理することとなる。 

 
２．情報連携の概要 
   資格取得届の審査の際に、上記により取得したマイナンバーにより、情報提供ネットワークシステムを利用して、前医療保
険者から資格喪失に関する情報を取得する。 

例） 国民健康保険の資格取得の届出、受理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現状 今後 

市町村 

本人 

申請書 添付書類 
（喪失証明） ＋ 

③
届
出 

④
保
険
証
交
付 

健康保険組合 

事業主 

資
格
喪
失
届 

資
格
喪
失
通
知 

①資格喪失証明書
交付申請 

②交付 

市町村 

本人 

申請書 

③
届
出 

④
保
険
証
交
付 

健康保険組合 

事業主 

資
格
喪
失
届 

資
格
喪
失
通
知 

資格喪失を証明する
添付書類を省略可能 

マイナンバー 

情報提供ネットワークシステム
を利用した情報の取得 

資格喪失情報等を情報連携する場合のイメージ 

※想定されるパターンのいくつかを例示したもの。本資料を参
考に各自治体に応じた具体的なフローを検討されたい。また、
本人確認措置を行う主体については記載を省略している。 

     

    国民健康保険分野における番号利用・情報連携の手続例 
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タスク 
平成28年度 平成29年度 

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 

マ
ス
タ
ー 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

符号 

情報連携 

イベント 
 
 

各
機
関
の 

テ
ス
ト
予
定 

地方公共団体－
地方公共団体間 

 
 

地方公共団体－
ハローワーク間 

 
 

地方公共団体－ 
医療保険者等間 

 
 

クール0 クール3 クール1 クール2 

本番運用 符号生成運用テスト 

▲マスター 
 リリース1 

▲データ標準 
 改版 

▲マスター 
 リリース2 

▲マスター 
 リリース3 

▲マスター 
 リリース4 

本
番
移
行 

情報提供 
テスト 

総合運用テスト テスト準備 
本番
運用 

医療保険者等 
とのテスト 

総合運用テストのスケジュール 

○ 平成29年７月の情報連携開始に向け、以下のスケジュールで総合運用テストを実施する。 

・ 地方公共団体－地方公共団体間：平成28年11月～平成29年４月（クール１～３の区分で実施） 

・ 地方公共団体－ハローワーク間：平成29年４月から５月 

・ 地方公共団体－医療保険者等間：平成29年４月から６月 

ハローワーク 
とのテスト 

     

地方公共団体における総合運用テストのスケジュールについて 
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